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図 １  疲 労 特 性 線 図

（16pt） 

図４ 疲労試験後の断面観察 図１ 振動試験風景   図２ ひずみ貼付位置 

図５ ＣAE 解析結果(応力) 図３ 疲労特性線図（N20） 

0

400

800

1200

1.0E+04 1.0E+05 1.0E+06 1.0E+07

ひ
ず
み
振
幅
[μ

ε
]

サイクル[回]

A

B

C

拡大 

き裂 

仮想ひずみゲージ 

(応力集中部より

少し離した位置) 

製造プロセス 



 

 

溶接止端部は応力集中のため弱点となり

ます。板厚や材質により疲労強度がどのよ

うに変わるのか、またブラケット上の溶接

部において振動による疲労破壊を調べるに

は長時間かかる上に実形状による試験が困

難でした。 

 

 

疲労試験は溶接止端部近傍にひずみゲー

ジを貼付け、片持ち固定の振動により振動

試験機による試験方法を検討しました。振

動により溶接止端部に発生する応力・ひず

みは、CAE による解析から求め試験決定条

件に用いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動試験機と CAE を組み合わせて疲労試

験を行うハイテクプラザオリジナルの試験

により試験時間を半分にすることができま

した。また疲労試験機に取付けられないよ

うな試験片でも専用治具を作製することで

製品に近い形状で試験が可能になりまし

た。 

さらに CAE の解析結果に対して仮想ひず

みゲージを作ることで領域の平均ひずみを

計算することができました。これにより予

め求めた Δε- N 線図(N20)と照合すること

で、疲労試験をせずとも CAE 解析から疲労

寿命を予測することができるようになりま

した。 
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